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本
誌
も
本
号
を
も
っ
て
創
刊
満
二
十

三
年
を
迎
え
、
四
十
号
を
数
え
る
に
至

っ
た
。
四
十
号
の
歩
み
を
た
ど
り
な
が

ら
、
既
刊
号
の
。
ヘ
ー
ジ
を
く
っ
て
い
る

と
、
「
学
界
の
現
状
」
で
最
も
欠
け
て
い

る
も
の
は
「
文
学
理
論
の
体
系
的
把
握
」
、

「
文
学
研
究
の
方
法
論
あ
る
い
は
文
学

理
論
そ
の
も
の
へ
の
追
求
」
で
あ
る
、

と
い
う
文
章
が
目
に
つ
い
た
。

第
三
十
三
号
（
昭
“
・
２
）
掲
載
一

の
国
崎
望
久
太
郎
博
士
「
文
学
一

史
像
」
の
結
び
で
あ
る
。
こ
の
一

指
摘
が
あ
っ
て
十
年
を
経
た
昨
一

今
、
近
代
文
学
研
究
の
分
野
で
、
一

文
学
研
究
の
あ
り
方
、
方
法
、

或
い
は
研
究
資
料
に
つ
い
て
な
ど
を
め

ぐ
る
発
言
が
さ
か
ん
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
谷
沢
永
一
の
日
本
近

代
文
学
会
昭
和
副
年
度
春
季
大
会
（
昭

副
・
５
・
巧
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
批

評
と
研
究
の
接
点
」
に
お
け
る
報
告
や

「
評
言
と
構
想
”
一
（
朝
川
耆
店
）
第
４

輯
（
昭
刷
・
１
）
か
ら
第
９
輯
（
昭
盟

可

・
４
）
掲
載
の
「
署
名
の
あ
る
紙
礫
」
場
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
揚
げ
足

な
ど
で
論
証
の
な
い
窓
意
的
な
作
品
論
取
り
や
水
掛
け
論
に
終
り
が
ち
で
あ
る
。

を
批
判
し
た
一
連
の
発
言
、
次
に
三
好
学
問
、
研
究
の
場
に
相
互
批
判
が
不
可

行
雄
「
文
学
の
ひ
ろ
ば
」
（
文
学
昭
副
欠
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
今
更
改
め

。
、
）
を
き
っ
か
け
に
、
本
年
５
月
ま
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
欄
で
も
、
屡

で
『
文
学
』
誌
上
で
展
開
さ
れ
た
文
献
灸
「
討
論
」
「
対
話
」
の
必
要
が
取
り

学
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
三
好
と
谷
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
討
論
、
対
話
は

沢
の
議
論
の
応
酬
、
大
江
健
三
郎
「
現
な
れ
合
い
で
あ
っ
て
も
、
い
が
み
合
い

で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
し
、
相

一
手
を
や
り
こ
め
る
こ
と
に
目
的

近
ご
ろ
思
っ
た
こ
と
．
一
が
あ
る
の
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。

華
昨
年
来
の
幾
多
の
発
言
の
な
か

森
本
修
一
に
は
、
こ
の
類
の
も
の
が
散
見

一
さ
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。
し

か
し
、
一
方
で
は
い
く
つ
か
の

代
文
学
研
究
者
に
な
に
を
望
む
か
」
新
し
い
提
言
と
、
研
究
者
へ
の
警
告
が

（
海
昭
盟
・
２
）
で
の
詩
学
に
立
つ

み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
無
意
義
に
終
ら
せ

た
方
法
論
の
提
唱
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
て
は
な
ら
な
い
。

め
ぐ
っ
て
賛
否
両
論
を
交
え
て
幾
多
の
最
近
の
近
代
文
学
研
究
の
分
野
で
の

発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
動
向
を
み
て
、
文
学
研
究
の
あ
り
方
、

個
交
の
発
言
の
内
容
、
論
争
の
経
緯
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て

に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
省
略
す
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
多
様
性

る
が
、
こ
う
い
う
論
議
は
と
か
く
、
立
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。
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